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（写真）自動車部品商工会（Favenpa）“ベネズエラで走行する自動車の経過年数は平均２２年（２０２１年調査）” 

自 
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動車部品商工会（Favenpa）によると、ベネ

ズエラで走行している自動車の経過年数は 

平均２２年（２０２１年）。新車の買い替えが減った

ことで、かなり古い車が走行している。 

 

新車購入が減った原因の１つとして、自動車ローン

が少ない点が挙げられていたが、最近は自動車ロー

ン制度が増えつつある印象を受ける。 

 

本稿では、現地メディア「Ultimas Noticias」が行っ

た自動車購入に関するアンケート調査について紹介

したい。 

 

 

２０２３年の新車販売台数は７，３１３台。 

 

前年比３３．６４％増と大きく増加したものの、２０

０７年（最も新車が売れた年）の販売台数が約５０万

台だったことを踏まえると、回復したと言える状況に

はない。 

 

ただし、最近になり「Bancamiga」「Bancaribe」

「Provincial」「Banco Nacional de Credito」などの

金融機関が自動車ローン制度を提供し始めた。 

 

Bancamiga の自動車ローンについては「ウィークリ

ーレポート No.338」で紹介しているので参照された

い。 

古い車が走行しており新車需要はある 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/50a881ecafed92f99cbd2bf32ede9fb3.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/50a881ecafed92f99cbd2bf32ede9fb3.pdf
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ベネズエラでは古い車が走行しており、新車の購入需

要はある。 

 

ベネズエラの新車販売が低迷している根本的な理由

は、購買力の低下だが、融資制度が充実することで今

後、新車の販売が増えることも期待できるだろう。 

 

今回のアンケート調査は、大衆紙「Ultimas Noticias」

が行った調査で、調査期間は２４年４月８日～１１日。 

 

Ultimas Noticias のウェブサイトやソーシャルメデ

ィアを介して得た１，３０３人の回答を元にしている。 

 

 

最初の質問は「２０２４年中に自動車を買いたいと考

えていますか？」というもの。 

 

結果は 

「はい」が８０．８％ 

「いいえ」が１９．２％ 

 

 

 

 

しかし、「現時点で自動車を購入するために必要なク

レジットを持っているか？」という質問について 

 

「はい」と回答したのは全体の１．８％。 

９８．２％は「いいえ」と回答しており、購入希望は

あるものの大半の人が自動車を買う資金的な準備が

出来ていないことが分かる。 

 

 

 

新車を購入する資金的な余裕がない中、多くのベネズ

エラ人は中古車を購入している。 

 

そのため 

「仮に自動車を購入するとして、あなたの１番のオプ

ションは新車購入ですか？中古車購入ですか？」 

という質問をしている。 

 

 

 

 

 

８割は自動車を購入したいが資金的に困難 

半数は中古車ではなく、新車購入を希望 
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結果は 

「新車を買いたいと思っている」が５１％ 

「中古車を買いたいと思っている」が４９％ 

半数超が可能であれば新車を購入したいと考えてい

ると回答した。 

 

 

次は、「新車の価格についてどう思いますか？」とい

う質問。なお、現在の新車価格が２１，０００ドル～

３７，０００ドルという前提で質問をしている。 

 

結果は 

「高すぎる」が５３．１％ 

「高い」が３４．７％ 

「適正価格」が９．７％ 

「安い」が１．６％ 

「安すぎる」が０．９％ 

 

回答者の９割近く（８７．８％）が現在の新車価格を

「高い／高すぎる」と考えていることになる。 

 

一方、１割弱が「適正価格」。２．５％（４０人に１

人）は「安い／安すぎる」と考えていることになる。 

 

 

 

 

また、「新車を購入するにあたり、どのような支払い

プランが適切だと思いますか？」 

 

結果は 

「４８回払い」が６０．３％ 

「３６回払い」が２０．９％ 

「２４回払い」が１２．４％ 

「１８回払い」が３．５％ 

「１２回払い」が２．９％だった。 

 

 

 

 

 

 

２７，２００ドルは支払い意志あり？ 
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次に新車を購入する際の初期費用に関する質問。 

 

「最初の支払い額として、新車総額の何パーセントを

支払うのが適正だと思いますか？」 

 

結果は 

「３０％未満」が４９．７％ 

「３０％」が３９．２％ 

「５０％」が７．８％ 

「５０％より多く」が３．４％ 

だった。 

 

つまり、約９割（８８．９％）が初期費用として新車

総額の３０％未満の支払いを希望していることにな

る。 

 

 

最後に分割払いの金額に関するアンケート。 

「新車購入にあたる毎月の支払額はいくらが適正だ

と思いますか？」 

 

結果は 

「５００ドル未満」が７５．６％ 

「５００～１０００ドル未満」が１８．４％ 

「１０００～１５００ドル未満」が１．８％ 

「１５００～２０００ドル未満」が１．９％ 

「２０００ドル以上」が２．３％ 

 

４人中３人は毎月の支払いは５００ドル未満を希望

していることになる。 

 

 

これらの回答を踏まえ、仮に希望者の多い 

「４８回払い」 

「月４００ドル」（月５００ドル未満） 

にすると合計は１９，２００ドル。 

 

初期費用が新車購入総額の３０％だと約８，０００

ドルで約２７，２００ドル（日本円で約４２７万

円）になる。 

 

ローン手数料やその他諸経費がかかるので、新車代

金が２７，２００ドルということにはならないが、

ある程度の金額は支払う意志があるということにな

のかもしれない。 

 

以上 

 


